
保証申込時の「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」により提出された確定申告書の

添付書類（「受信通知」等）について 

 

 

当協会では、通常申込時に必要な基本資料として「確定申告書（写）（決算書）」を徴

求させていただいております。この資料については、税務署受付印のあるものを徴求し

ておりますが、「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」により提出された確定申告書

の徴求でも取り扱いが可能となっております。その場合は、下記を参考に、税務署に対

して申告書データ等の提出をしたことが確認できる資料を添付していただくよう、よろ

しくお願いいたします。 

 

 

【自宅などからインターネットを利用して電子申告をした場合】 

 自宅などからパソコンで申告書を作成し、電子申告をした場合は、確定申告書に税

務署受付印はありませんが、申告書等のデータの送信後にメッセージボックスに格納

される「受信通知」により、申告書等のデータが税務署に到達したことなどを確認す

ることができます。 

  「受信通知」は、申告された方の氏名又は名称、提出先税務署、受付日時、受付番

号及び申告した税目等が表示されます。ただし、保存期間（メッセージボックスに格

納された日から 120 日を経過すると「メッセージボックス（過去分）」画面に移され、

格納されてから 1,900 日間（約 5 年間））を経過するとメッセージボックスから削除

されますので、ご留意願います。 

 

【税務署の申告書作成会場で電子申告をした場合】 

  税務署の申告書作成会場に設置されているパソコンで申告書を作成し、電子申告を

した場合は、申告後に税務署から交付される「平成○年分の申告書等送信票（兼送付

書）」及び「申告内容確認票」に、受付日時及び受付番号が表示され、税務署への提

出を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考】「受信通知」イメージ 

 


